
金
融
業
界
の「
総
意
」と
し
て
整
理
し
た

内
部
監
査
の
高
度
化
へ
の
論
点

「
加
算
方
式
」の
段
階
別
評
価
の
下
で

継
続
的
な
取
り
組
み
に
期
待

国
際
基
準
も
踏
ま
え
て

段
階
別
評
価
の
明
確
化
へ

　

金
融
機
関
に
と
っ
て
内
部
監
査
の

高
度
化
は
、
そ
の
規
模
の
大
小
に
か

か
わ
ら
ず
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
金

融
庁
は
こ
う
し
た
考
え
の
下
、
２
０

１
９
年
以
降
、
金
融
機
関
に
対
す
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
な
ど
を
踏
ま
え

三
つ
の
レ
ポ
ー
ト
（
ま
と
め
て
以
下
、

金
融
庁
レ
ポ
ー
ト
）
を
公
表
し
、
金

融
機
関
に
対
し
て
内
部
監
査
の
高
度

化
を
促
し
て
き
た
。

　

そ
の
一
つ
が
19
年
６
月
に
公
表
し

た
「
金
融
機
関
の
内
部
監
査
の
高
度

化
に
向
け
た
現
状
と
課
題
」（
以
下
、

「
現
状
と
課
題
」）
で
あ
る
。「
現
状

と
課
題
」
で
は
、
内
部
監
査
の
水
準

を
「
事
務
不
備
監
査
」（
第
１
段
階
）、

「
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
監
査
」（
第
２
段

階
）、「
経
営
監
査
」（
第
３
段
階
）、

「
信
頼
さ
れ
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

（
第
４
段
階
）
の
四
つ
の
段
階
に
整

理
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
手
銀
行
グ
ル
ー
プ
に

お
け
る
内
部
監
査
の
高
度
化
に
向
け

た
取
り
組
み
や
課
題
を
「『
金
融
機

関
の
内
部
監
査
の
高
度
化
』
に
向
け

た
プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー
ト
（
中
間
報

告
）」（
以
下
、
中
間
報
告
）
と
し
て

金
融
機
関
に
と
っ
て
、
内
部
監
査
の
高
度
化
は
極
め
て
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
う

し
た
な
か
、
金
融
庁
は
、
金
融
機
関
の
内
部
監
査
高
度
化
へ
の
対
応
の
方
向
性
を
分
か
り
や

す
く
提
示
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
「
金
融
機
関
の
内
部
監
査
高
度
化
に

関
す
る
懇
談
会
」（
以
下
、
懇
談
会
）
を
開
催
し
た
。
本
稿
で
は
懇
談
会
の
議
論
と
６
月
20
日

に
公
表
し
た
報
告
書
を
踏
ま
え
、
内
部
監
査
の
高
度
化
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
を
概
説
す
る
。

金
融
庁

総
合
政
策
局

　
検
査
監
理
官山

崎
勝
行

リ
ス
ク
分
析
総
括
課

課
長
補
佐永

田
明
良

監
督
局

　
保
険
課
　
係
長

大
西
花
観

（
前
総
合
政
策
局
リ
ス
ク

分
析
総
括
課
検
査
監
理
官

室
係
長
）
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内部監査高度化へのポイント

23
年
10
月
に
公
表
し
た
。
そ
し
て
、

以
降
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
も
含
め
、

24
年
９
月
に
は
「
金
融
機
関
の
内
部

監
査
の
高
度
化
に
向
け
た
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
レ
ポ
ー
ト
（
２
０
２
４
）」（
以

下
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
）
を

公
表
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
金
融
機
関
か
ら

は
「
現
状
と
課
題
」
で
示
し
た
内
部

監
査
の
段
階
別
評
価
の
明
確
化
等
の

要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
要

望
を
踏
ま
え
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ
ポ

ー
ト
で
は
、
段
階
別
評
価
の
見
直
し

の
必
要
性
を
検
討
す
る
方
針
を
示
し

た
。
な
お
、
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、

内
部
監
査
の
新
た
な
国
際
基
準
で
あ

る
グ
ロ
ー
バ
ル
内
部
監
査
基
準
（
Ｇ

Ｉ
Ａ
Ｓ
）
が
25
年
１
月
に
適
用
開
始

と
な
る
こ
と
を
考
慮
し
、
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｓ

と
の
関
連
性
を
十
分
に
踏
ま
え
る
必

要
も
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
の
下
、
金
融
庁
は
、

金
融
業
界
団
体
や
外
部
評
価
機
関
、

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｓ
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て

は
日
本
内
部
監
査
協
会
か
ら
多
様
な

意
見
を
聴
取
し
、
よ
り
実
務
に
即
し

た
整
理
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

25
年
１
月
か
ら
懇
談
会
を
開
催
。
合

計
５
回
に
わ
た
っ
て
議
論
を
行
っ
た
。

　

懇
談
会
に
は
、
預
金
取
扱
金
融
機

関
や
保
険
業
、
証
券
業
に
と
ど
ま
ら

ず
、
資
産
運
用
業
や
貸
金
業
、
資
金

決
済
業
、
暗
号
資
産
等
取
引
業
な
ど

広
く
金
融
業
界
の
関
係
団
体
が
参
加

し
、
多
方
面
で
の
充
実
し
た
議
論
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
議
論
を
取
り
ま
と

め
た
の
が
25
年
６
月
に
公
表
し
た
報

告
書
で
あ
る
。

内
部
監
査
の
各
段
階
の

定
義
や
水
準
を
整
理

　

以
下
で
は
、
報
告
書
で
示
し
た
考

え
方
を
解
説
す
る
。
こ
れ
ら
は
参
加

団
体
に
お
い
て
お
お
む
ね
一
致
し
た

見
解
で
あ
り
、
金
融
業
界
の
総
意
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
他
方
で
、

あ
く
ま
で
も
懇
談
会
開
催
時
点
の
整

理
で
あ
る
。
今
後
、
経
済
社
会
環
境

の
変
化
や
内
部
監
査
技
術
の
発
達
な

ど
に
よ
り
見
直
し
の
機
運
が
生
じ
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
段
階
別
評
価
の
再

定
義
だ
。
懇
談
会
で
は
、
金
融
機
関

が
内
部
監
査
高
度
化
の
方
向
性
を
考

え
る
に
当
た
り
、「
そ
も
そ
も
段
階

別
評
価
と
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ

る
べ
き
か
」
と
い
っ
た
点
か
ら
議
論

し
た
。
こ
の
点
、
報
告
書
で
は
段
階

別
評
価
を
形
式
的
・
定
量
的
な
評
価

目
線
で
は
な
く
、
内
部
監
査
の
目
的

の
実
現
と
機
能
の
発
揮
の
方
向
性
や

考
え
方
を
示
し
た
も
の
と
整
理
し
た
。

上
位
段
階
へ
の
発
展
自
体
が
目
的
化

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
明
確

化
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
上
位
段
階
へ
の
発
展

を
目
標
と
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
形
式
的
な
対
応
に

と
ど
め
て
は
な
ら
な
い
。
内
部
監
査

の
機
能
が
適
切
に
発
揮
さ
れ
、
内
部

監
査
の
目
的
が
実
現
さ
れ
て
こ
そ
、

上
位
段
階
へ
発
展
す
る
も
の
と
認
識

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

報
告
書
で
は
、
各
段
階
の
定
義
や

水
準
に
つ
い
て
も
、
内
部
監
査
の
目

的
の
実
現
と
機
能
の
発
揮
の
観
点
か

ら
整
理
し
た
（
図
表
１
）。
こ
れ
は

「
現
状
と
課
題
」
で
示
し
た
段
階
別

評
価
を
修
正
す
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
内
容
の
明
確
化
を
図
る
た
め
、

追
記
・
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
懇
談
会
で
は
、
段
階
別
評
価
の
四

つ
の
段
階
は
、
引
き
続
き
概
念
と
し

て
適
用
で
き
る
と
の
認
識
が
共
有
さ

れ
て
い
る
。

　

な
お
、
第
４
段
階
（
信
頼
さ
れ
る

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
に
つ
い
て
は
、
懇

談
会
で
そ
の
イ
メ
ー
ジ
こ
そ
共
有
で

き
た
も
の
の
、
多
様
な
意
見
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
定
義
の
確
定
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
金
融
庁
と
し
て
は
引
き

続
き
意
見
を
集
約
し
、
よ
り
定
義
を

明
確
化
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
た

い
。

　

懇
談
会
の
顕
著
な
成
果
の
一
つ
が
、

段
階
別
評
価
の
各
段
階
の
関
係
性
に

つ
い
て
業
界
共
通
の
認
識
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
点
で
あ
る
。
懇
談
会
の

議
論
を
経
て
、
段
階
の
進
展
は
直
線

的
な
も
の
で
は
な
く
、
重
層
的
に
厚

み
を
増
し
て
い
く
、
い
わ
ゆ
る
「
加

算
方
式
」
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
こ

と
が
共
通
認
識
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
金
融
機
関
と
の
対
話

で
は
、
段
階
別
評
価
を
「
卒
業
方

式
」
と
し
て
捉
え
、
段
階
が
上
位
に

進
展
す
れ
ば
、
下
位
段
階
の
取
り
組

み
は
不
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
先
も

少
な
く
な
か
っ
た
。
だ
が
、
多
く
の

参
加
団
体
か
ら
「
準
拠
性
検
証
機
能

を
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
い
け
な
い
」

な
ど
と
、
下
位
段
階
の
取
り
組
み
の

重
要
性
を
訴
え
る
意
見
が
示
さ
れ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
段
階
別
評
価
が
加
算
方

式
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
内
部
監
査
部

門
が
常
に
準
拠
性
監
査
の
実
施
主
体

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
金
融
機
関
の
規
模
や
特

性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
３
線
管
理
に
お

け
る
各
線
の
役
割
の
明
確
化
を
前
提
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に
、
内
部
監
査
に
何
を
求
め
る
か
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
懇
談
会
で
は
、
段
階
別
評
価

の
再
定
義
等
を
行
う
前
提
と
し
て
、

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｓ
の
考
え
方
と
の
関
連
性
に

つ
い
て
、
日
本
内
部
監
査
協
会
か
ら

も
意
見
等
を
聴
取
し
議
論
し
て
い
る
。

こ
の
点
、
両
者
は
矛
盾
す
る
も
の
で

な
い
こ
と
が
共
有
さ
れ
た
。
金
融
機

関
に
お
い
て
は
、
金
融
庁
レ
ポ
ー
ト

と
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｓ
の
双
方
を
参
照
し
て
内

部
監
査
の
高
度
化
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

高
度
化
に
向
け
た
論
点
と 

段
階
別
評
価
の
関
係
性

　

金
融
庁
は
こ
れ
ま
で
、
中
間
報
告

や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
で
、
金

融
機
関
の
内
部
監
査
の
高
度
化
を
促

す
た
め
に
三
つ
の
論
点
を
示
し
て
き

た
。
①
経
営
陣
や
監
査
委
員
・
監
査

役
に
よ
る
内
部
監
査
部
門
へ
の
支
援
、

②
内
部
監
査
部
門
に
お
け
る
高
度
化

に
向
け
た
取
り
組
み
、
③
被
監
査
部

門
に
対
す
る
取
り
組
み
│
│
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
論
点
は
、
経
営
陣
や
組

織
の
各
部
門
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
取

り
組
み
を
整
理
し
た
も
の
で
、
そ
の

具
体
的
内
容
は
各
金
融
機
関
に
お
い

て
創
意
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。
と
は

い
え
、
金
融
機
関
か
ら
は
、
限
ら
れ

た
リ
ソ
ー
ス
の
配
分
や
取
り
組
む
べ

き
順
序
な
ど
に
悩
み
が
あ
る
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。

　

懇
談
会
で
も
、
金
融
庁
レ
ポ
ー
ト

で
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
事
例
と

段
階
別
評
価
、
三
つ
の
論
点
と
の
相

関
関
係
を
提
示
し
て
ほ
し
い
と
の
強

い
要
望
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
要
望

を
踏
ま
え
、
今
般
、
内
部
監
査
の
高

度
化
を
推
進
す
る
一
助
と
な
れ
ば
と

考
え
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
で

取
り
上
げ
た
事
例
を
中
心
に
、
三
つ

の
論
点
と
段
階
別
評
価
へ
の
落
と
し

込
み
を
行
っ
て
い
る
（
図
表
２
）。

　

た
だ
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
試
行

的
な
取
り
組
み
だ
。
各
事
例
へ
の
当

て
は
め
や
適
正
性
に
お
い
て
改
善
の

余
地
が
あ
る
（
注
）。
金
融
庁
と
し
て

は
、
引
き
続
き
金
融
機
関
の
取
組
事

例
の
提
示
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
よ

り
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

小
規
模
金
融
機
関
も 

創
意
工
夫
の
余
地
あ
り

　

そ
れ
で
は
、
各
金
融
機
関
は
今
後
、

ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
内
部
監
査
の
高

度
化
に
取
り
組
む
べ
き
か
。
こ
の
点
、

報
告
書
で
は
、
経
営
陣
お
よ
び
内
部

〔図表１〕 段階別評価の再定義

段階 内部監査の成熟度水準
（「現状と課題」より）

「報告書（2025）」における再定義
（「現状と課題」で提示している内容に追記・補足）

第１段階
事務不備
監査

事務不備、規程違反等
の発見を通じた各部門
への牽制機能の発揮

✓�規程・事務ルール等の運用状況を検証する段階
　 金融機関において現に定められている規程・事務ルール等を所与の
ものとし、特に第１線に対して、自らの業務が、当該ルールに適合
して実施されているかを検証する段階

第２段階
リスクベ
ース監査

リスクアセスメントに
基づき、高リスク領域
の業務プロセスに対す
る問題を提起

✓�組織内の業務プロセスの適切性・妥当性をリスクベースで検証する
段階

　 営業拠点や本部における各所管業務の運用状況が自ら定めたルール
に適合しているかを検証する（第１段階）とともに、当該ルール自
体が自金融機関を取り巻く環境や業務運営状況を踏まえ妥当なもの
かをリスクベースで検証する段階

第３段階
経営監査

内外の環境変化等に対
応した経営に資する保
証を提供

✓�経営戦略を踏まえ組織横断的に業務運営状況を機動的に検証し、経
営の求める情報を適時に提供するとともに、業務プロセスにアシュ
アランスを与える段階

　 組織全体に対して準拠性検証機能や業務プロセス検証機能が発揮さ
れていることを前提に、ビジネスモデルやガバナンスにかかる全社
的な態勢の課題・問題点の真因を明らかにし、その課題・問題点を
解決するための提言（いわゆる経営に資する提言）を行う段階

第４段階
信頼され
るアドバ
イザー

保証やそれに伴う課題
解決にとどまらず、経
営陣をはじめとする組
織内の役職員に対し、
経営戦略に資する助言
を提供

✓�組織全体から信頼され経営陣や被監査部門からも助言を求められる
存在となり、企業価値の継続的な向上に貢献している段階（今後も
継続検討の余地あり）

　 第１段階から第３段階の実践に加え、内部監査部門に対する信頼の
結果として、経営や被監査部門が内部監査の取り組み・助言を積極
的に受け入れる意識や態勢が醸成されている段階

（出所） 　金融庁（図表２～３も同じ）
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内部監査高度化へのポイント

〔図表２〕 主な事例と段階別評価・３つの論点との関係（簡略版）

� 段階別評価
３つの論点 第１段階 第２段階 第３段階 第４段階

【論点１】経営陣や監査委員・監査役による内部監査部門への支援

経営陣等とのコミ
ュニケーション

◆ 定時定型的な経営
陣との対話が中心

◆ 監査結果を踏まえ
取締役会等で営業
推進策・目標設定
の修正検討

◆ 随時、非定型的な
対話も行い、経営
陣と緊密な関係を
構築

◆ あるべき内部監査
の姿に関する経営
陣との積極的なデ
ィスカッションに
よる理解浸透・支
援増強

経営陣等による
信頼・期待・関与

◆ 被監査部署への改
善対応

◆ 監査結果に対する
経営陣主導の迅速
な改善対応

◆ 内部監査の重要性
・有用性に関する
経営陣の積極的な
関与

◆ 監査委員会等との
連携に伴う社外役
員の支援増強

【論点２】内部監査部門における高度化に向けた取り組み

監査態勢の高度化

監査手法等

◆ 過去実績の継続・
経験則

◆ 単年度計画の策
定、営業店監査が
中心

◆ 発生事象の再発防
止に向けた要因分
析

◆ 経営陣とリスク認
識を合わせ、評価
を客観化

◆ 本部監査を導入
◆ ＩＴ・データ活用
による効率化

◆ オフサイトモニタリングを通じた業務プ
ロセスの把握・理解の深化
◆ 高リスク領域に絞った部分監査を実施
◆ 被監査部門との緊密な対話による適時監
査の実現
◆ ＩＴ技術活用による監査精度の向上

◆ ３線管理・経営陣
の姿勢を踏まえた
真因分析

品質評価 ◆ 取締役会等による
監査結果の評価

◆ 中期経営計画と連
動させた品質評価
の実施・高度化

◆ 被監査部門に対する事後アンケートを実
施し、納得感・コミュニケーション・負
担感等について把握
◆ 外部評価をグループ・グローバル統一的
に実施

◆ 国際基準への適合
性のほか、監査効
率性の観点から外
部評価を実施

監査基盤の強化

人材確保・
育成

◆ 「待機ポスト」的
な人員配置

◆ 若手のキャリアパ
スと位置付け、ト
レーニーを実施

◆ 外部採用・社内公募を積極的に実施
◆ グローバル一体監査の人材育成のため海
外派遣

専門性 ◆ 支店長等の業務経
験者の配置 ◆ 知見者の兼任

◆ スキルシートを策
定し、監査員のス
キルの見える化
や、専門人材の育
成を実施
◆ データ分析専門チ
ームを設置

◆ 専門性の高い領域
での積極的なコソ
ーシングの活用

【論点３】被監査部門に対する取り組み

被監査部門の理解
促進、リスクオー
ナーシップの醸成

等

◆ 内部監査の役割・
有用性等の積極的
な社内広報

◆ 営業拠点長との対話を通じたリスク認識の共有・自律的管理に
向けた対話

◆ 対話型監査への移行・被監査部門の心理
的安全性確保による信頼関係の増強
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監
査
部
門
に
求
め
ら
れ
る
姿
勢
を
図

表
３
の
と
お
り
整
理
し
て
い
る
。

　

経
営
陣
の
意
識
の
差
は
段
階
別
評

価
の
結
果
（
差
）
に
も
表
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
レ
ポ
ー
ト
で
も
論
じ
て
い
た
。
経

営
陣
は
自
ら
率
先
し
、
組
織
全
体
に

内
部
監
査
へ
の
支
援
姿
勢
を
見
せ
て

ほ
し
い
。
そ
れ
が
企
業
価
値
の
向
上

に
つ
な
が
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で

あ
る
。

　

他
方
、
金
融
機
関
の
業
態
や
規
模

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
懇
談
会
で
は
、

小
規
模
金
融
機
関
の
内
部
監
査
高
度

化
に
向
け
た
方
向
性
に
つ
い
て
も
議

論
し
た
。
組
織
体
制
が
小
規
模
な
貸

金
業
や
資
金
移
動
業
、
暗
号
資
産
等

交
換
業
、
資
産
運
用
業
の
各
業
者
を

会
員
と
す
る
業
界
団
体
か
ら
も
、
新

た
に
意
見
を
聴
取
で
き
た
。
こ
れ
も

懇
談
会
の
顕
著
な
成
果
の
一
つ
だ
。

　

組
織
規
模
が
小
さ
く
て
も
業
容

（
取
引
量
や
業
務
量
）
が
大
き
く
、

リ
ス
ク
顕
在
化
の
影
響
を
看
過
で
き

な
い
先
も
あ
る
。

し
か
し
、
内
部

監
査
の
高
度
化

に
向
け
て
は
組

織
全
体
で
の
検

討
を
要
す
る
項

目
も
多
く
、
短

期
間
の
う
ち
に

解
消
で
き
な
い

難
し
さ
も
含
ん

で
い
る
。
そ
の

た
め
、
業
務
特

性
に
応
じ
た
内

部
監
査
態
勢
の

整
備
が
必
要
と

な
る
。

　

こ
の
点
、
小

規
模
金
融
機
関

は
経
営
陣
と
内
部
監
査
部
門
と
の
距

離
が
近
く
、
意
思
疎
通
が
容
易
と
も

い
え
る
。
さ
ら
に
、
所
属
す
る
金
融

グ
ル
ー
プ
全
体
の
リ
ソ
ー
ス
の
活
用

や
、
業
態
が
近
し
い
金
融
機
関
同
士

で
の
「
横
連
携
」
等
の
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
な
ど
、
創
意
工
夫
の
余
地

は
大
い
に
あ
る
だ
ろ
う
。
金
融
庁
は

こ
う
し
た
小
規
模
金
融
機
関
の
取
組

事
例
も
収
集
・
研
究
し
、
今
後
も
必

要
な
情
報
を
還
元
し
て
い
く
方
針
だ
。

＊　

＊　

＊

　

金
融
庁
は
今
後
も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

で
把
握
し
た
事
例
等
を
発
信
し
て
い

く
と
と
も
に
、
金
融
機
関
を
取
り
巻

く
環
境
変
化
を
捉
え
、
必
要
に
応
じ

て
見
直
し
を
行
う
方
針
で
あ
る
。
内

部
監
査
の
高
度
化
に
向
け
た
取
り
組

み
は
奥
が
深
い
。
本
稿
が
報
告
書
の

内
容
の
理
解
や
、
取
り
組
み
の
推
進

の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
金

融
機
関
以
外
の
事
業
会
社
に
と
っ
て

も
報
告
書
が
参
考
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

（
本
稿
の
見
解
・
意
見
に
係
る
部
分
は

筆
者
ら
の
個
人
的
な
見
解
で
あ
り
、
所

属
す
る
ま
た
は
以
前
に
所
属
し
て
い
た

組
織
の
見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
）

（
注
）　

従
っ
て
、
こ
れ
を
金
融
庁
が
確
約

し
た
か
の
ご
と
く
捉
え
ら
れ
る
の
は
、

ま
っ
た
く
本
意
で
は
な
い
。
報
告
書

で
は
取
り
扱
い
上
の
留
意
点
等
を
詳

細
に
述
べ
て
い
る
。
本
稿
の
図
表
２

や
懇
談
会
報
告
書
に
掲
載
し
た
図
表

を
活
用
す
る
際
に
は
、
前
提
と
し
て

把
握
さ
れ
た
い
。

や
ま
ざ
き
　
か
つ
ゆ
き

86
年
大
蔵
省
（
現
財
務
省
）
地
方
部

局
入
局
。
93
年
銀
行
局
転
入
、
98
年

金
融
監
督
庁
（
現
金
融
庁
）。
以
降
、

大
手
銀
行
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
銀
行

業
界
に
対
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
業
務

に
従
事
。
24
年
７
月
か
ら
現
職
。

な
が
た
　
あ
き
ら

09
年
十
六
銀
行
入
行
、
弁
護
士
登
録

（
岐
阜
県
）。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、

融
資
管
理
業
務
に
従
事
。
17
年
財
務

省
中
国
財
務
局
金
融
証
券
検
査
官
、

22
年
４
月
か
ら
現
職
。

お
お
に
し
　
は
な
み

17
年
財
務
省
東
海
財
務
局
入
局
、
19

年
金
融
庁
総
合
政
策
局
リ
ス
ク
分
析

総
括
課
。
大
手
銀
行
等
に
対
す
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
業
務
に
従
事
。
25
年
７

月
か
ら
現
職
。

〔図表３〕 経営陣と内部監査部門に求められる姿勢

◯�経営陣に求められる姿勢
　① 内部監査部門への負託事項を明確化すべき
　② 内部監査部門との良好なコミュニケーションを前提に、①
の実現に必要な取り組みを自身の組織体制やビジネスの状
況を確認しながら検討・判断すべき

　③ ②に基づき、求める機能を果たせる内部監査態勢の整備に
向け、経営資源の配賦や人材育成、コソーシングの有効活
用等の検討に積極的に参画・支援すべき

　④ 経営陣による内部監査高度化の支援は、内部監査部門の実
質的な独立性確保や３線管理体制の整備など、組織全体に
わたることを認識すべき

◯�内部監査部門に求められる姿勢
　① 「組織の改善について建設的に提言できること」「提言が
実際に組織運営・業務プロセスに良い影響を及ぼしている
こと」が最も大切

　② 経営陣からの負託事項に則したパフォーマンスを意識すべ
き

　③ 業務全般のデジタル化への対応のため、監査におけるデー
タ・ＩＴ利活用をいっそう進めるべき
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